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開発成果

成果概要

●皮むき切削（図1）によってチタン合金素材加工時の工具摩耗を大幅に低減し（10 分
の1 程度）、さらに工具摩耗抑制効果が期待される多刃ロータリミリング工具の基
本設計を行った（図2）。

●チタン合金の高速加工に適した高硬 度かつ高熱伝導性を有する切削工具材種
（JX1-C）を共同開発した。

●特殊形状工具の開発とそれに適合する加工条件の選択による温度抑制効果により、
600m/min の超高速加工（従来比10 倍程度）でも、切り屑燃焼、およびチッピン
グを生じない安定な加工が可能となった（図3）。

●チタン合金の仕上げ加工の切削速度をダイヤコーティング工具を使用することで現
行の約2倍向上した。

特  長

応 用 分 野

●皮むき切削、多刃ロータリミリング工具技術は硬質表面層および難削材に対する大幅な工具摩耗抑制効果を有
する。
●共同開発した工具材種（JX1-C）はCBNに比べはるかに安価で、セラミックスと超硬を合わせた特長を有する。
●鍛造によるニアネットシェイプの増加で開発した特殊形状工具による超高速仕上げ加工がより必要となる。
●ダイヤコーティグ工具によりチタン合金の仕上げ加工の高速化が可能となることを明らかにした。

●インコネル718などの耐熱合金，焼入れ鋼等の難削材の高速・高能率加工と工具摩耗抑制
●医療分野の各種チタン合金部品

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

名古屋大学　大学院工学研究科航空宇宙工学専攻　社本英二
e-mail…:shamoto@nagoya-u.jp　電話番号：052-789-2705　FAX：052-789-3107
有

チタン合金製部品の高能率加工技術の開発
～航空機産業の国際競争力を維持・向上する難削材切削技術の革新～
●…名古屋大学…教授　社本英二、客員教授　上田隆司、特任助教　張　建国　　●…名古屋工業大学…教授　糸魚川文広
●…あいち産業科学技術総合センター　児玉英也、河田圭一

図1　新切削加工法（皮むき切削）によってチ
タン合金の1次加工時の工具寿命を大幅に向
上

図2　チタン合金の高能率加工時の工具寿命
を大幅に向上する多刃ロータリミリング工具
の開発

図3　特殊形状工具による温度抑制効果がチ
タン合金の超高速加工（600m/min）での工
具損傷を大幅抑制
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航空機製造工程の革新によるコスト低減と機体の軽量化・高性能化
～航空機産業の国際競争力を維持・向上する製造技術の革新～

事業化リーダー 研究リーダー 参画機関

●…名古屋大学
●…名古屋工業大学
●…金沢大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…三菱重工業株式会社
●…アイコクアルファ株式会社
●…株式会社磯村製作所
●…オークマ株式会社
●…日本特殊陶業株式会社
●…東南精機株式会社
●…株式会社神戸製鋼所

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

●びびり振動を抑制する工具と加工条件設定法を開発し、薄壁部品の高精度高能率加工を実現した。
●薄壁加工時のびびり振動を把持具の摩擦で減衰させる手法およびその減衰を高速に解析する手法を開発した。
●光コムを利用し、金属光沢を有するために非接触計測が難しい薄壁加工部品（シアタイ）の三次元自動計測を実現した。
●難削なチタン合金に対する切削工具の摩耗を抑制する皮むき切削技術および多刃ロータリミリング工具技術を開発した。
●チタン合金製部品の超高速切削による高能率加工を実現するため、発熱を抑止する特殊形状エンドミル開発と潤滑を
含む最適加工条件探索を行った。

●チタン合金の仕上げ加工の切削速度をダイヤコーティング工具を使用することで向上できることを明らかにした。

●チタン合金製部品の高能率加工技術の開発
●薄壁部品の高精度・高能率加工技術の開発

●薄壁部品の自動計測技術の開発

●…三菱重工業株式会社　民間機セグメント…民間機事業部　喜多野　聡

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

薄い部品を精度良く早く機械加工・測定する技術の向
上には難しいものがあるが、産学行政連携で地域産業
にも広く応用可能な技術を開発することができた。研
究理論を製造現場に適用可能な形にして実用化し、産
業界への普及につなげることを意識して研究開発活動
を推進してきた結果、切削工具という形で実現できた
のが、その一例である。短期的な成果獲得はもちろん
のこと、中長期的な連携プロセス構築という点でも有
益な活動であった。

研究成果を工具・工法・治具等の設計標準としてま
とめ、県内産業への波及につなげていく。研究理論を
生産現場で適用可能な形に落とし込むことが重要であ
る。さらに、工具・治具は、市販製品化を図ることで、
より広く適用可能となる。コスト低減・軽量化・高性
能化は、飽くなき追求が必要であり、継続的な活動と
なるよう、今回の活動で得られた知見・経験を活用し、
数値シミュレーションの生産活用等に発展させていく。

三菱重工業株式会社
喜多野　聡

名古屋大学
社本英二
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